
    愛媛大学ＣＯＣ企画運営部事務局（担当：重松）
    〒790-8577　松山市文京町 3番（愛媛大学社会連携推進機構内）
     TEL 089-927-8964   　FAX 089-927-8820      E-mail  coc@stu.ehime-u.ac.jp

問合せ
　＆
申込み

◎ 【先着順、1月14日（月）〆切り】参加申込み方法、プログラム詳細については、裏面をご覧ください。

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【主催】愛媛大学　【共催】松山市　

＜平成 30 年度　愛媛大学COC公開講座 in 松山市　開催 !!＞

主題：今後起きる大規模災害への対応を考えよう
～えひめ豪雨災害の支援事例から学ぶ～

　2018 年 7 月 7 日に発生したえひめ豪雨災害時には、初動期に支援のスキームが混乱し、

効率的な支援につながらなかった様子がうかがえました。今後起きる南海トラフ地震を含め

た大規模災害への対応を考えていく必要があります。

　大規模災害時には、県外も含めて外部からの多数の支援が入ってきます。効率的な支援を

実現するためには、支援者のひとたちと連携することが求められます。

　今回の公開講座では、えひめ豪雨災害の支援事例から学び、来るべきときに備えませんか？

2019.  1. 16（水） 18:00 ～ 20:30（受付開始 17:30）

 愛媛大学総合情報メディアセンター　メディアホール （松山市文京町 3 番）

 参加費無料  定員 100 名

◎基調講演　「今後起きると想定される大規模災害に向けた平時の対応を考えよう」

　　　　　　愛媛大学防災情報研究センター副センター長　二神　透

◎パネルディスカッション「今後の大規模災害に向けた支援者ネットワークを考えよう」

　パネリスト：特定非営利活動法人えひめリソースセンター理事　木村　謙児 氏

　　　　　　 高浜自主防災会代表　蔭原　政徳 氏

　　　　　　 愛媛県社会福祉協議会地域福祉部地域福祉課主幹　山田　真左紀 氏

　　　　　　 U. grandma（うわじまグランマ）代表　松島　陽子 氏

　　　　　　 松山市消防局地域防災課市民防災担当　消防司令補　玉井　公 氏

　ファシリテーター：愛媛大学防災情報研究センター副センター長　二神　透

緊急支援 仮設での生活支援・情報共有 本格的な再建活動生き残り

愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」



平成30年度 愛媛大学COC公開講座 in松山市
【会場】　愛媛大学総合情報メディアセンター　メディアホール

（松山市文京町 3番）

◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【主催】愛媛大学　【共催】 松山市

ふ り が な

お名前

Tel. E-mail

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

ご所属 役職名

参加申込み先
 定員100名（先着順）

障がいのある方等で支援の必要な方は、２週間前までにその旨をお書き添えください。

1月 14 日（月）までに、電子メールまたは FAX で、上記 COC企画運営部事務局までお申し込みください。
なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。

愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820

1 月16日（水）

参加無料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

18:00 ～ 18:05　　主催者挨拶　愛媛大学理事・副学長　仁科　弘重

18:05 ～ 18:10　　共催者挨拶　松山市副市長　北澤　剛 氏

18:10 ～ 19:00　　基調講演　「今後起きると想定される大規模災害に向けた平時の対応を考えよう」 

　　　　　　　 　愛媛大学防災情報研究センター副センター長　二神　透

　　　　　　　　 ＜概要＞大規模災害の現場で起きている課題解決のためには災害時だけではなく、

　　　　　　　　　　　　 平時から対応していくことが求められます。平時から地域でやっておかない

　　　　　　　　　　　　 といけないことについて紹介します。

19:00 ～ 19:10　 == 休憩 ==

　　　　　　

19:10 ～ 20:30　 パネルディスカッション「今後の大規模災害に向けた支援者ネットワークを考えよう」

　　　　　　　　 ＜概要＞大規模災害時には自助・共助・公助の連携が必要と言われています。今回の

　　　　　　　　　　　　 えひめ豪雨災害においては、発生から 3ヶ月程度の期間において支援者間の

                         情報共有が有効でした。それらの有効性について議論します。

                 パネリスト：特定非営利活動法人えひめリソースセンター理事　木村　謙児 氏

                             高浜自主防災会代表　蔭原　政徳 氏

                             愛媛県社会福祉協議会地域福祉部地域福祉課主幹　山田　真左紀 氏

　　　　　　                 U.grandma（うわじまグランマ）代表　松島　陽子 氏

　　　　　　                 松山市消防局地域防災課市民防災担当消防司令補　玉井　公 氏

              　 ファシリテーター：愛媛大学防災情報研究センター副センター長　二神　透

　　　　　　　

 ＜プログラム　詳細＞ 


